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リチウムイオン二次電池用バインダー

 架橋度によって、粘性・電池特性の調整が可能
 中和することによって、粘性・電池特性の調整が可能
 従来のポリふっ化ビニリデン(PVdF)と比較して、電気容量とリサイクル特性に
優れている。

特長

本品は、リチウムイオン二次電池用の高容量シリコ
ン負極用に開発した架橋型ポリアクリル酸バイン
ダーです。本品を用いることによって、充放電中の
けい素の膨張収縮を防ぎ、高容量を維持したまま充
放電のリサイクル特性を向上させます。

グラフの傾きが大きいほど粘性が低いことを示し、架橋度の増加によって粘性が高くなり、
さらに中和することによって粘性が高くなります。

1wt% CLPA水溶液におけるせん断応力とせん断速度の関係 ((a) 酸性型、(b) 80%中和型)

各バインダーを用いた負極電極による初回充放電曲線

負極組成
Si : 黒鉛 : アセチレンブラック: バインダー
= 3 : 5 :1 : 1 (重量比)

電解液:： 1 M LiPF6 in EC：DMC (1：1)

電流密度： 50 mA g-1



コードNo. 品名
架橋度
(mol%)

容量
希望納入価格
（円）

355-41122 PAH （非架橋タイプ） 0 25g 25,000

352-41132 1 CLPAH 0.007 25g 25,000

359-41142 10 CLPAH 0.07 25g 25,000

356-41152 20 CLPAH 0.14 25g 25,000

353-41162 100 CLPAH 0.7 25g 26,000

製品一覧

富士フイルム和光純薬 CLPAシリーズ

製品の詳細な情報は当社ホームページをご覧ください

繰り返し充放電時の放電容量の変化 ((a) PVdFとCLPAH、(b) 80%中和型CLPA)
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